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竜王新古今八景

定例会報告 P2～ 将来を見据えた積極的予算
委員会報告 P6～ 新しいまちづくりをめざして
一般質問 P9～ コンパクトシティ化構想について
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表 紙
　

琵
琶
湖
を
望
む
丘
陵
地
に
あ
る
道
の
駅

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
」。
辺
り
の
畑
や
果

樹
園
で
は
、
１
月
の
苺
に
始
ま
り
、
さ
く

ら
ん
ぼ
、
葡
萄�

、
梨
や
柿
な
ど
、
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
は
家
族
連
れ
が
旬
の
味
覚
狩

り
と
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
買
い
物
客
が
来
ら
れ
ま
す
。
ま

た
春
に
は
、
菜
の
花
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

来
訪
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

遠
く
に
は
、
日
本
三
大
和
牛
「
近
江
牛
」

の
牛
舎
群
が
こ
の
野
の
風
景
を
彩
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
竜
王
の
農
の
恵
み
」

を
届
け
続
け
る
丘
陵
地
は
、
人
々
の
新
た

な
交
流
を
産
み
出
し
、
私
た
ち
の
日
々
の

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
「
恵
み
の

道
」
と
い
え
ま
す
。

　

な
お
、
裏
表
紙
の
「
竜
王
八
景
」
は
、

七
里
の
石
部
神
社
で
す
。

　

新
緑
が
映
え
る
好
季
節
を
迎
え
、
４

月
か
ら
は
、
幼
保
一
体
型
の
竜
王
こ
ど

も
園
が
開
園
し
、
将
来
の
竜
王
町
を
担

う
園
児
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
登
園
し
ま

し
た
。
一
方
、
世
界
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
数
が
ピ
ー
ク
に
達
し
つ
つ
あ
る
２

月
24
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
、
町
議
会
で
は
、
そ
の
侵
攻
を

非
難
し
即
時
撤
退
を
求
め
る
決
議
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
程
28
議
案
も
慎
重
審
議
の

う
え
可
決
し
ま
し
た
が
、
特
に
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
実
現
に
向
け
た
予

算
を
含
め
、
将
来
に
向
け
た
投
資
を
行

う
積
極
的
な
も
の
で
す
。
今
後
も
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
提
案
と

審
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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竜
王
八
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「
竜
王
新
古
今
八
景
」
と
は
、
町

内
各
地
に
根
付
く
、
風
習
・
人
々

の
生
業
・
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
地
域
の
価
値
観
・
竜
王
を

形
づ
く
る
新
し
い
顔
を
意
識
し
た

心
象
風
景
で
す
。
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